








































　筆者は 2013（平成 25）年 4 月から協力員の
一員としてＡ氏とともに “ ささえあい訪問サービ










護 ” や “ 認認介護 ” あるいは夫婦の一方が長期入
院または長期入所している世帯では実質的には
“ ひとり暮らし世帯 ” といえなくもない。本報告















項　　　目 平成 26 年 8 月 1 日現在 平成 25 年 11 月 1 日現在
人　　　口 197,907 人 197,683 人
男 96,904 人 96,838 人
女 101,003 人 100,845 人
世帯 92,368 世帯 91,759 世帯





○ “ ひとり暮らし高齢者 ” とは、65 歳以上の





○ “ 見守り活動 ” とは、対象者（利用者）の安
否確認を行うために、原則として、定期的
に見守りを行う活動をいう。
○ “ ささえあい訪問協力員 ” とは、西東京市の




（１）“ ささえあい訪問サービス ” について
　“ ささえあい訪問サービス ” とは、西東京
市で実施されているサービスであり、見守
りと面談の２つで構成されている。毎週１
回利用者宅を訪問、“ 見守り ” の方法として
は、郵便受けにある新聞や郵便物の状態や
雨戸の開閉などを確認する。月に１回の“面


















　平成 26 年３月 31 日現在、登録訪問協力




































































（前述）や “ 独り暮らし高齢者 ” と表記する場合
がある。また、類似する概念として、“独居高齢者”、
“ 単身高齢者 ” などがある。
　高齢者に限らず世代を超えて独りで生活してい
る存在として、松原惇子は “ ひとり家族 ” と名づ
けている。松原はその著書『ひとり家族』（1993








利用者を支える」という言い方は、“ 一方的 ” あ































































あるが、“ 安否確認 ” を確実に行っているという
意義は大きい。また、介護保険制度による “ ホー
ムヘルプサービス ” などもこの区分に入るといえ
る。“ 公共をベースとする見守り活動 ” としては、
西東京市の “ ささえあい訪問サービス ” などがあ


























































































　西東京市は平成 22 年時点で 89,460 世帯のう
ち高齢者単身世帯（ひとり暮らし高齢者）は 7,673
世帯と 8.6％を占めている。これに対し、“ ささ
えあい訪問サービス ” の利用者は、139 名（平成






















年 10 月 10 日）
②　『ひとり家族―THE　SINGLE　FAMILY―』
（松原惇子著・文藝春秋 ･1993 年 11 月 1 日）
③　『高齢者に対する支援と介護保険制度』（社
会福祉士養成講座編集委員会・中央法規出
版）
④　『平成 25 年版消費生活相談事例集』（西東
京市生活文化スポーツ部協働コミュニティ
課・西東京市消費者センター）
⑤　『平成 25 年度ささえあい訪問協力員フォ
ローアップ研修事務局報告資料』（西東京市
福祉部高齢者支援課地域支援係）
⑥　『ほっとネット推進員登録研修資料』（西
東京市福祉部生活福祉課福祉調整係・2014
年 3 月）
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